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第
壷
糊
解
離
羅
號

大
熱
十
五
銀
七
只
鰯
日
登
行

　
　
　
　
　
（
麺
巻
第
鰻
十
三
號
）

簸

籔

ア
メ
ジ
カ
嬰
見
並
騨
後
の
地
圖
地
球
儀
£
ジ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
一

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
西
航
の
目
標
た
る
ジ
パ
ン
グ
（
醗
℃
§
讐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
、
我
が
織
本
に
あ
ら
ず
こ
す
る
論
者
も
あ
る
が
、
之
が

當
時
傳
闘
せ
ら
れ
た
購
本
で
あ
る
こ
ご
は
疑
な
か
る
べ
く

又
、
ジ
パ
ン
グ
な
る
名
前
は
、
マ
疹
コ
ボ
ロ
の
紀
行
に
基

く
こ
ご
も
亦
殆
ん
ご
明
か
で
あ
る
。
然
し
そ
の
ジ
パ
ン
グ

の
所
在
を
欧
羅
巴
人
は
何
麩
な
り
ご
考
へ
し
か
、
叉
之
が

　
　
　
第
十
…
巻
　
　
研
究

　
　
　
ラ

ン
グ
上

　
　
　
（

文
學
博
士
　
石
　
橋

ア
メ
η
力
嚢
見
箭
後
の
地
合
塊
球
儀
定
ツ
バ
ン
グ
（
上
）

五
　
郎

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
ソ
カ
駿
慧
以
後
如
何
に
影
響
を
受
け

た
か
に
就
い
て
、
予
は
ア
メ
リ
カ
曇
雑
．
請
後
に
成
つ
元
地

域
地
球
儀
に
蝶
う
、
其
の
有
事
を
考
へ
て
姑
や
う
ご
思

ふ
．
．　
ジ
パ
ン
グ
の
上
置
に
就
て
は
、
テ
レ
キ
の
「
疑
本
島
地

鼠
學
史
圖
帖
」
（
欝
鼠
○
舜
h
目
。
～
o
貫
｝
難
霧
臼
構
○
窮
2
｛
6
簿
。

臼
騰
溶
㌶
ε
σ
q
捧
℃
圃
濠
儀
黛
“
瀞
℃
窪
錠
。
梱
回
窪
窪
蓉
ぎ
図
燈
。
℃
）
に
も

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
一
　
（
三
閃
＝
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
．
研
究

記
さ
れ
て
居
る
が
、
タ
レ
キ
に
は
ア
メ
ソ
カ
螢
見
時
代
前

後
の
地
墨
ご
地
球
儀
が
縛
窩
せ
ら
れ
た
も
の
少
く
、
又
概

ね
省
略
し
た
描
篤
で
あ
る
か
ら
、
本
問
題
を
取
扱
ふ
に
當

り
、
予
が
専
ら
根
擦
ご
し
た
も
の
は
左
の
資
料
で
あ
る
。

　
一
、
ノ
ル
デ
ン
シ
ヨ
ル
ド
「
複
爲
古
地
圖
帖
」
（
》
両
．
三
。
幕
霧
五
，

　
　
o
冠
司
自
。
o
玲
日
皆
》
昌
塁
H
O
o
Q
◎
O
）

　
二
、
ヴ
イ
ヴ
イ
ア
ン
、
ギ
、
サ
ル
マ
ル
タ
ン
「
地
理
學
史
附
囲
」

　
　
≦
〈
冨
β
仙
o
o
∩
弩
？
冒
碧
餓
戸
（
誤
菖
器
α
み
。
。
器
団
o
g
い
鴇
国
鞍
。
マ
①

　
　
α
o
す
Ω
価
。
鵯
9
ゆ
℃
ぼ
Φ
H
Q
。
“
春
）

三
、
ラ
ヴ
エ
ン
ス
タ
イ
ン
「
マ
ル
チ
ン
ベ
ハ
イ
ム
地
球
儀
複
寓

　
　
圖
」
（
N
φ
・
温
く
。
蜜
。
白
面
曽
三
づ
切
Φ
ぎ
冨
お
。
。
。
）

　
四
、
レ
レ
ウ
エ
ル
「
近
世
の
地
理
學
」
（
閂
ド
。
冨
薫
鼻
Ω
o
o
鴨
昌
三
〇

　
　
q
仁
茸
。
）
歪
ド
》
σ
q
o
H
o
。
驚
Y

　
五
、
余
が
外
遊
中
に
得
た
る
古
地
圖
の
筏
寛
…
及
古
版
ト
レ
ミ
ー

　
　
地
理
書
。

　
以
下
挿
入
の
三
囲
版
も
亦
此
等
の
資
料
よ
り
の
韓
露
で
あ
る
。

　
註
（
ユ
）
Ω
8
嶺
。
o
。
碁
邑
㈹
・
り
二
・
。
守
旧
£
宕
筆
℃
ξ
。
ご
§
・

　
　
　
　
　
（
目
び
。
Ω
8
窒
℃
匡
o
a
甘
ロ
葺
巴
飼
◎
o
O
轟
層
蜜
ミ
）

ア
メ
リ
カ
嚢
見
前
後
の
地
圃
地
球
俄
ミ
ジ
パ
ン
グ
（
上
）

第
三
號

二
　
（
三
四
二
）

彌
鷺
〔
詞
．
．
＝

　
ア
メ
ソ
カ
獲
見
．
前
に
於
け
る
欧
洲
の
地
圖
界
は
、
未
だ

　
第
　
一
　
腰

∵細

．
、
、
・

羅
診猷
零雷が；

中
世
暗
黒
時
代
の
影
響
よ
り
脱
却
せ
す
　
鮮
般
し
幼
種
に

し
て
、
ト
レ
ミ
ー
の
地
理
學
が
漸
く
欧
洲
に
復
活
し
た
の

は
、
第
十
四
世
紀
の
絡
で
あ
る
か
ら
、
第
十
五
世
紀
の
央



響
岩
に
、
蹴
洲
に
行
は
れ
た
る
世
界
圖
（
寓
ぞ
℃
。
ヨ
9
号
）

は
サ
’
ヌ
ド
（
○
。
僧
髪
＆
H
ω
8
）
、
　
ラ
ヌ
ル
フ
ス
　
（
男
恕
三
一
℃
ぴ
門
窃

酷
い
α
Q
）
、
フ
ラ
マ
ウ
ロ
（
司
多
寝
藁
δ
同
奮
M
）
等
で
あ
る
が
、

既
等
の
囲
は
皆
一
戸
桑
中
に
世
界
を
縮
め
た
も
の
で
、
其

の
不
精
確
な
る
は
當
然
で
あ
る
。
殊
に
此
等
の
岡
中
に
於

て
東
洋
は
瞬
澗
の
一
部
に
極
め
て
塵
呈
し
て
示
さ
れ
て
居

る
か
ら
、
擁
等
の
腹
中
に
於
て
．
ジ
メ
ン
グ
の
名
を
求
む

る
こ
ご
は
困
難
で
あ
る
し
、
又
、
そ
の
位
麗
を
考
へ
る
こ

ご
も
結
擾
擾
勢
で
あ
ら
う
。
右
の
内
、
フ
ラ
叫
、
ウ
ロ
の
地

雨
は
往
々
ジ
パ
ン
グ
論
断
の
問
題
ご
な
っ
た
も
の
で
、
ジ

メ
ン
グ
を
岩
本
．
に
あ
ら
す
ε
す
る
論
者
コ
ソ
ン
グ
リ
ツ
ヂ

氏
は
、
此
の
フ
ラ
マ
ウ
買
の
世
界
翻
（
國
版
第
一
滲
照
）
中
に
。

暇
仕
る
ギ
ァ
ヅ
ァ
（
○
欝
く
斜
）
ゆ
瑞
ジ
パ
ン
グ
に
轡
灘
て
、
之
を
…
以
て

羅
本
に
非
す
ご
論
じ
て
居
る
。
又
一
7
レ
キ
氏
は
、
矢
張
り

此
の
暑
中
に
在
る
N
劇
詩
瞭
（
挿
入
の
圏
掌
中
に
は
表
れ
て

居
な
い
）
を
以
て
縫
本
な
う
こ
し
、
フ
ラ
マ
ウ
買
を
、
ジ

パ
ン
グ
の
名
の
表
は
れ
た
る
第
一
の
姫
羅
馬
な
り
ご
三
つ

　
　
　
第
十
…
懸
　
　
研
究

ア
メ
写
力
．
嚢
見
蘭
媚
㈱
の
題
憎
圓
勉
瞭
儀
定
ジ
バ
ン
〃
（
上
）

て
居
る
が
、
こ
の
異
説
は
何
れ
も
位
概
の
三
塁
が
不
完
全

な
る
世
界
隊
商
の
上
に
立
脚
し
た
論
で
あ
る
し
、
又
其
の

名
輔
櫓
が
ジ
パ
ン
グ
ご
は
各
囎
…
々
異
ハ
る
か
ら
、
結
…
［
局
何
れ
も

水
掛
論
C
あ
ら
う
。
尤
も
フ
ラ
マ
ウ
ロ
の
地
翻
は
直
樫
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

尺
に
徐
う
其
の
描
寓
に
三
年
を
要
し
た
ご
言
ふ
か
ら
、
其

の
精
細
な
こ
ご
が
想
像
せ
ら
れ
る
。
若
し
今
ヴ
ェ
ニ
ス
に

保
存
せ
ら
る
㌧
原
圏
を
親
し
く
見
る
事
が
出
家
れ
ば
、
或

は
啓
透
す
る
慮
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

　
要
す
る
に
第
十
五
世
紀
の
央
迄
の
世
界
圓
に
は
明
確
に

ジ
パ
ン
グ
の
名
を
記
入
せ
る
も
の
は
な
い
が
、
　
一
四
七
四

年
分
至
う
、
塾
ス
カ
ネ
ソ
ー
（
↓
o
ω
§
能
ど
の
作
ρ
た
澄
界

圖
に
は
、
初
め
て
ジ
パ
ン
グ
の
名
が
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。

然
し
そ
の
圏
は
今
傳
っ
て
居
ら
澱
。
唯
ト
ス
ヵ
、
浄
ソ
ー
の

遺
し
た
手
翰
に
よ
っ
て
、
之
を
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
ナ

ン
マ
ル
タ
ン
に
は
、
こ
の
ト
ス
カ
ネ
ゾ
；
書
翰
よ
り
還
元

し
て
作
っ
た
圏
が
載
っ
て
居
て
、
之
に
は
Ω
℃
響
σ
q
綜
ビ
記

さ
れ
て
居
る
。
地
離
黒
蝿
の
上
よ
り
書
へ
ば
悔
ジ
メ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
銘
三
號
　
　
　
　
三
　
（
三
田
三
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究

の
名
が
正
し
く
世
界
圖
に
現
れ
た
初
め
は
、
ト
ス
カ
．
矛
り

一
ご
断
じ
て
も
誤
は
あ
る
ま
い
。
然
し
、
現
在
の
古
圖
中

初
め
て
ジ
パ
ン
グ
の
名
の
表
は
れ
て
居
る
の
は
前
出
の
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
チ
ン
ベ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腸
イ
ム
の
地
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
儀
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
’
」
之
に
は
ジ
．
竹

馬
写
…
・
・
曙
誌
．
・
「
．
、
．
曽
馬
，
■
㌧
．
群
ン
グ
は
矢
張

二
㎜
．
騰
署
、
，
・
∵
，
読
．
．
・
，
　
、
，
饗
、
り
∩
圃
℃
騨
昌
・
q
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卍
・
ご
記
さ
れ
て

囲
．
．
〔
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
居
る
。
（
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
．
．
第
二
塗
照
）
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ム
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
球
儀
は
一
四

九
二
年
に
ニ
ュ
ル
ベ
ル
グ
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

直
悪
善
〇
零
墨
大
の
地
球
儀
で
今
術
同
市
の
博
物
館
に
保

管
さ
れ
て
居
る
。

ア
メ
リ
カ
褒
見
前
後
の
地
固
地
課
儀
ミ
ツ
パ
ン
ダ
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
四
　
（
三
四
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
抑
々
欧
洲
に
於
け
る
地
球
儀
の
起
原
は
ゐ
紀
元
前
第
二

世
紀
に
在
り
。
ク
ラ
テ
ス
（
囚
曇
①
。
。
）
に
よ
っ
て
、
既
に
作

ら
れ
π
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
中
世
に
至
り
、
地
球
儀
は

全
く
其
の
跡
を
絶
ち
、
ア
ラ
ビ
ヤ
の
地
理
學
者
も
天
球
儀

は
作
っ
た
や
う
で
あ
る
が
、
地
球
儀
は
作
ら
な
か
っ
た
。

然
る
に
第
十
五
世
紀
に
至
り
一
方
に
は
、
地
理
學
の
…
進
歩

に
俘
ひ
、
地
球
々
庭
藤
の
復
活
ご
、
他
方
に
は
葡
萄
入
等

の
航
海
の
結
果
に
よ
り
、
地
球
儀
上
に
、
世
界
を
描
寓
せ

ん
こ
す
る
考
が
出
て
、
地
球
儀
は
再
び
世
に
現
れ
し
も
の

こ
思
ふ
。

　
多
く
の
地
理
學
史
家
は
、
近
世
に
於
け
る
地
球
儀
の
復

活
を
べ
！
ハ
イ
ム
に
観
る
ご
説
け
ざ
も
、
ベ
ハ
イ
ム
の
如
き

大
地
球
儀
が
卒
然
ご
し
て
、
世
に
出
つ
る
罪
な
く
、
恐
ら

く
は
其
の
以
前
第
十
五
世
紀
の
央
頃
迄
に
、
既
に
小
地
球

儀
は
存
在
せ
し
も
の
ご
察
せ
ら
る
。
一
入
六
〇
年
佛
蘭
西

の
ラ
オ
ン
（
冨
。
昌
）
に
て
獲
見
せ
ら
れ
た
る
直
配
｝
七
〇
粍

の
小
地
球
儀
は
、
其
製
作
の
年
次
、
ベ
ハ
イ
ム
の
地
球
儀



ビ
稽
同
じ
く
す
と
考
へ
ら
る
、
が
、
之
は
元
天
文
時
計
の

「
部
に
附
薦
せ
る
も
の
に
し
て
、
此
の
種
の
小
地
球
儀
は

恐
く
は
銑
に
早
く
製
作
せ
ら
れ
だ
る
も
の
ご
思
ふ
。
一
九

＝
一
年
予
が
外
遊
中
、
當
時
の
聖
ピ
ー
タ
ス
プ
ル
グ
の
皇

立
圖
書
館
に
於
て
見
た
る
小
型
の
古
地
球
儀
も
亦
恐
く
は

同
種
の
も
の
で
あ
ら
う
Q

　
幅
四
七
四
年
の
ト
ス
ヵ
ネ
ジ
ー
の
書
翰
中
に
は
地
球
儀

に
言
及
し
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
も
其
の
航
海
に
其
の
弟
バ
ル
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ウ
ミ
ユ
ウ
の
作
り
し
地
球
儀
を
携
帯
し
た
り
ご
言
へ
ば
、

第
十
五
世
紀
央
以
後
、
地
球
儀
は
決
し
て
珍
し
き
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
信
ず
る
Q
然
し
現
存
の
最
古
の
地
球
儀
こ

し
て
は
、
此
の
ペ
ハ
イ
ム
の
こ
、
ラ
オ
ン
の
ビ
の
こ
種
で

あ
る
。

　
兎
に
角
此
の
こ
地
球
儀
は
、
第
十
五
世
紀
末
に
於
け
る

世
界
的
鄭
識
を
徴
す
る
貴
重
な
る
遽
物
で
あ
る
が
、
此
の

雨
縁
に
は
共
に
、
ジ
パ
ン
グ
が
明
に
記
さ
、
れ
て
居
る
。
尤

も
其
の
名
幕
が
ベ
ハ
イ
ム
に
は
ジ
パ
ン
グ
（
Ω
℃
§
ぴ
q
ε
ご

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究

ア
メ
彗
力
嚢
見
前
後
の
玉
璽
亀
瞭
概
定
ツ
パ
ン
ン
（
上
）

な
う
、
ラ
オ
ン
に
は
ジ
ン
パ
ン
グ
ソ
（
N
剛
ヨ
℃
餌
欝
σ
q
諜
）
ビ
あ
る

が
、
既
の
二
つ
の
綴
方
は
稽
異
る
も
多
く
は
習
の
愛
化
、

若
く
は
誤
記
ご
見
る
こ
ご
が
撮
來
る
。
又
此
の
二
語
の
頭

冷
感
の
C
ご
Z
ご
は
第
入
世
紀
以
來
濁
逸
に
於
て
は
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
直
ち
に
解
羅
が
繊
來
る
し
、

語
尾
の
塾
望
ご
は
恐
く
は
誤
記
で
あ
ら
う
◎
喉
ラ
オ
ン
に

あ
る
N
翻
℃
§
ひ
q
識
の
P
の
前
に
m
あ
る
こ
ビ
が
、
藩
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ベ
ハ
イ
ム
の
ご
異
る
が
漏
斗
の
語
法
に
於
て
こ
の
種
の
類

例
は
多
々
あ
る
か
ら
、
こ
、
に
も
墾
化
せ
し
も
の
こ
思
は

る
○
　
而
し
て
、
今
こ
の
二
地
球
儀
、
殊
に
ベ
ハ
イ
ム
の
フ
ァ

ク
シ
ミ
レ
を
基
礎
こ
し
て
、
ジ
パ
ン
グ
の
東
西
に
於
け
る

の
位
置
を
見
る
に
．
ジ
メ
ン
グ
は
支
那
ザ
イ
ッ
ム
（
泉
州
）

の
束
、
維
度
歎
約
二
十
度
よ
り
三
十
度
の
聞
に
在
り
、
ジ

パ
ン
グ
の
東
端
は
厭
軍
の
西
端
ご
経
度
磯
廻
九
十
度
の
問

を
隔
て
る
○
而
し
て
ジ
パ
ン
グ
の
南
北
の
位
澱
は
、
其
の
南

端
を
北
緯
約
七
度
の
邊
に
麗
き
、
北
端
は
同
約
三
〇
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
五
　
（
三
脚
五
）



　
　
　
墨
髭
嚇
毬
　
　
研
兜

邊
ま
で
及
び
北
図
露
線
が
其
の
北
端
を
貫
い
て
居
る
。
郎

ち
ベ
ハ
イ
ム
の
ジ
パ
ン
グ
の
位
置
を
今
の
地
球
儀
上
に
嘗

て
る
時
は
￥
一
．
冤
も
キ
ュ
ー
バ
島
の
西
に
於
て
縦
に
位
す
る

こ
ご
、
な
る
。
こ
の
考
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
西
航
の
所
信
な

り
し
ご
共
に
、
新
大
陸
獲
児
以
後
ご
錐
も
永
く
欧
瀦
人
の

頭
を
支
配
し
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
強
暴
も
亦
死
に
至
る
迄
そ
の

考
に
捉
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
◎

識
（
－
）

　
（
2
）

（
3
）

　
（
4
）

（
開
a
）

ア
メ
噂
力
獲
見
舗
爾
後
の
壊
職
…
塊
駿
鳥
脇
£
ツ
パ
ン
グ
（
上
）

回
。
｝
影
瞬
2
ご
ρ
6
び
Φ
瞬
ノ
・
o
㌶
瓢
9
μ
◎
門
0
8
嬉
づ
℃
ど
、
艦
同
○
◎
ゆ
O
回
）
．
雪

潔
黛
｛
8
麟
。
誌
巴
。
（
0
8
噸
彪
剛
同
ぎ
ヨ
N
o
騨
。
一
三
h
漕
回
。
◎
O
α
卜
笥
嵩
）

男
9
く
O
¢
繊
O
ぎ
リ
ン
貯
博
ぎ
切
Q
｝
瓢
幽
難

や
ご
冨
び
○
養
讐
厳
鋒
…
犀
創
。
三
男
。
讐
p
三
。
α
o
剛
δ
舞
つ
つ
箕
8
剛
δ

文
學
士
田
中
秀
央
氏
班
號

三

　
ア
メ
ソ
カ
露
見
直
後
一
五
〇
〇
年
に
成
む
し
世
界
騒
と

し
て
は
、
コ
サ
（
野
鴛
（
げ
狂
O
o
芭
に
よ
り
て
作
ら
れ
た

る
航
海
圃
が
あ
る
。
コ
ず
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
第
二
航
海
に

同
乗
せ
し
航
海
者
で
あ
る
か
ら
、
臨
時
迄
登
見
せ
ら
れ
た

る
新
陸
地
は
夫
々
記
入
せ
ら
れ
て
あ
る
が
、
未
知
の
大
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
轟
號
　
　
　
　
　
山
ハ
　
（
三
四
六
）

は
想
像
に
よ
り
描
爲
し
た
る
爲
．
過
大
に
描
き
然
も
ジ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ン
グ
は
何
等
記
し
て
な
い
。
画
い
て
、
第
十
六
世
紀
の
初

頭
一
五
〇
入
年
、
新
大
陸
褒
屡
々
初
め
て
印
刷
せ
ら
れ
た

る
ル
イ
・
シ
ユ
の
｛
世
界
圏
（
浅
緑
団
ω
o
｝
ポ
ご
黒
く
の
錺
即
言
○
戦
6
0
σ
q
歓
焦

○
薫
・
。
8
参
戸
費
）
に
も
薄
様
、
ジ
パ
ン
グ
を
脆
し
て
居
る
。

（
闘
版
錦
三
灘
藤
…
）
ル
イ
シ
ユ
に
よ
れ
ば
、
新
薬
見
の
ス
バ
エ

ォ
ラ
（
Q
っ
窓
西
8
貯
）
島
其
の
他
の
島
ご
、
其
の
西
に
新
陸
地

（d

蛯
n
μ
．
一
．
飴
翼
O
〈
ρ
）
ご
を
記
入
し
、
之
が
薩
ち
に
、
亜
継
亜
大

陸
の
ゴ
ク
、
マ
ゴ
ッ
ク
（
Ω
o
二
一
薦
。
σ
q
）
に
接
し
、
其
の
聞

に
あ
る
べ
き
ジ
パ
ン
グ
ば
亦
猫
か
れ
て
な
い
。
此
の
新
獲

見
の
陸
地
が
亜
細
亜
大
陸
ビ
接
す
る
こ
ご
は
第
十
七
世
紀

・
頃
迄
噸
部
の
厭
洲
入
の
考
へ
で
あ
っ
た
。

　
ル
イ
シ
ユ
の
世
界
圏
に
綾
い
て
澄
に
霞
だ
も
の
に
、
レ

ノ
ッ
ク
ス
の
地
球
儀
（
ピ
9
0
羅
盆
。
ぴ
。
）
が
あ
る
◎
こ
れ
は

繭
の
ラ
ォ
ン
の
地
球
儀
ご
同
じ
く
極
め
て
小
さ
い
も
の
で

あ
っ
て
直
樫
僅
か
に
＝
一
七
粍
に
逡
ぎ
な
い
が
、
製
作
の

年
代
は
【
五
〇
七
年
乃
至
一
五
一
同
年
ε
考
へ
ら
れ
る
。



’

こ
れ
に
は
再
び
ジ
．
ハ
ン
グ
．
は
ジ
パ
ン
グ
ヲ
L
　
（
N
む
勲
一
μ
σ
q
厭
ド
）

ε
な
っ
て
現
は
れ
、
そ
の

位
置
は
イ
サ
ベ
ラ
（
H
喜
9

及
ス
パ
ニ
オ
ラ
（
ω
嚇
び
q
8
冒

二
島
の
西
に
位
し
、
南
米

大
陸
の
一
部
な
る
テ
ラ
、

13

A
　
ブ
ラ
ジ
ル
（
目
O
旨
㊤
匹
O

切
厭
㊤
注
）
に
接
し
、
緯
度
は

北
緯
二
〇
度
マ
」
三
〇
度
の

間
を
占
め
て
居
る
。
然
し

ジ
パ
ン
グ
の
地
形
が
ベ
ハ

イ
ム
の
ε
異
り
不
毒
忌
な

四
邊
形
ご
し
て
現
は
れ
て

居
る
。
此
の
類
の
形
は
次

に
出
た
る
シ
ル
バ
ヌ
ス
の

地
圖
ご
稽
類
似
す
る
。

シ
ル
バ
ヌ
ス
（
田
①
旨
貧
血
Q
∩
凱
爵
8
の
営
倉
は
一
五
一

　
第
十
唖
巻
　
　
研
究

年
に
出
た
も
の
で
、
ア
メ
ソ
カ
汐
見
後
の
第
二
の
印
刷
せ
ら

アとし　　　　　感熱第

舞1・難1謂繕iiii；灘蒙

れ
た
世
界
圖
で
あ
る
、

之
れ
は
改
訂
せ
ら
れ
た

ト
レ
ミ
ー
地
圖
の
新
刊

で
心
臓
形
貯
法
（
ロ
。
旨
①
、

。
三
層
2
，
8
号
巳
を
用

－
ひ
て
居
る
◎
之
れ
に
は

新
陸
地
を
グ
ラ
ク
バ

（
円
O
雛
9
0
＝
σ
P
）
・
及
イ
ス

パ
ニ
や
島
（
H
ω
嘔
岳
H
蕊
）

等
の
名
に
て
示
さ
れ
、

そ
の
西
に
接
し
て
ザ
ム

パ
ク
島
（
N
胃
口
℃
留
σ
q
ロ
H
コ
ω
）
・

の
名
が
見
え
て
居
る
。

而
し
て
こ
の
ザ
ム
．
バ
グ

島
が
ジ
．
ハ
ン
グ
に
當
る

そ
の
位
畳
並
に
形
が
ベ
ハ
イ
ム
に

　
　
　
　
七
　
（
三
四
七
）
醸
鶴



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究

比
べ
る
ご
著
し
く
異
っ
て
居
る
。
帥
ち
そ
の
形
は
南
の
方

を
頂
鮎
こ
し
た
屈
曲
あ
る
三
角
形
ご
し
て
表
は
さ
れ
、
位

置
こ
し
て
は
北
緯
三
〇
度
線
が
三
角
形
の
愈
愈
近
く
貫
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
前
よ
り
は
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
が
北
に
…
進
ん
で
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

キ
毒
「
＼
．
総
門
餅

、
相
承
せ
し
め
て
あ
る
が
、
支
那
の
東
海
岸
は
不
明
の
ま

、
に
残
さ
れ
て
あ
る
。
（
癖
馬
第
四
塗
照
）

　
こ
の
シ
ル
バ
ヌ
ス
に
次
で
は
、
翌
一
五
＝
一
年
に
刊
行

ア
メ
リ
カ
酸
見
前
後
の
地
圓
地
球
儀
亡
ッ
パ
ン
グ
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
入
　
（
三
四
入
）

せ
ら
れ
た
ス
ト
ブ
ニ
ク
ザ
ァ
（
｝
o
導
器
ω
畠
Φ
し
り
8
げ
凱
。
鑓
）
の

圖
が
あ
る
、
木
版
を
以
て
印
嗣
せ
ら
れ
た
極
め
て
、
粗
雑

な
る
世
界
圖
で
あ
る
が
、
新
大
陸
ご
ジ
パ
ン
グ
ご
の
開
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
前
諸
圖
よ
り
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
っ
て
居
る
。
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
本
圖
に
於
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
既
に
南
北
米
の
新

第
即
，
鱗
　
懸
…
　
．
F
、
慢
禦
艘
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
て
結
び
つ
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ジ
パ
ン
グ
は
漸

圃
ヴ
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
陸
の
西
の
境
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
て
経
度
約
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
を
撃
つ
だ
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
し
、
支
那
ご
の

間
隔
は
約
二
十
度
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
南
北
の
位
置
並

に
形
に
至
っ
て
は
、
再
び
十
五
世
紀
の
圖
に
蹄
リ
ベ
ハ
イ

ム
の
そ
れ
ご
全
く
…
量
り
は
な
い
。
（
圖
版
第
五
塗
照
）

’



　
こ
の
ジ
メ
ン
グ
の
位
置
を
新
大
陸
の
西
側
に
接
近
し
て

こ
れ
ざ
併
行
せ
し
め
て

居
る
地
圖
は
一
五
〇
七

年
の
ワ
ル
ド
ぜ
ー
ミ
ユ

ー
ラ
ー
の
地
圖
及
一
五

一
四
年
の
ブ
ー
レ
ン
ゲ

川
（
炉
じ
d
O
海
馬
び
q
9
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

世
界
圖
．
又
こ
れ
ビ
極

め
て
類
似
す
る
予
が
曾
六

て
、
、
レ
ニ
ン
ダ
ラ
ー
1
3
闘

の
皇
立
墨
書
館
に
於
て

見
た
一
五
一
七
年
の
世

界
圖
ビ
傳
へ
ら
る
、
も

の
に
も
同
楼
で
あ
る
。

（
プ
ア
ク
シ
ミ
ソ
ー
圓
版
第
六

謬
照
）

界
圓
（
鍔
巷
懇
嘆
9
，
①
・
。
）
で
あ
る
が
ジ
パ
ン
グ
の
東
西
の
位

■
難
題
肇

霧
墾

「　

@　

畳
は
從
來
の
圖
ε
著
し

く
異
り
、
国
軍
の
西
岸

、
ら
、
纒
度
数
約
一
百

度
の
地
黙
を
占
め
、
ア

ジ
ア
大
陸
ご
は
比
較
的

長
く
、
纒
度
約
三
十
度

の
距
り
を
有
し
て
居
る

こ
の
瓢
は
一
五
二
〇
年

に
現
は
れ
た
ア
ピ
ア
ヌ

ス
（
》
冨
葛
・
。
）
の
地
圖

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
難
譲
よ
主
五
三
二
年
の
グ

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

ｨ
譲
ソ
ネ
ゥ
ス
の
世
界
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
嘱
ま
蕊
裟
。
＜
諺
g
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芭
に
も
大
な
る
攣
化
は

而
し
て
ブ
ー
レ
ン
ゲ
ル
及
最
後
の
立
射
は
共
に
模
歌
世
　
　
認
め
ら
れ
な
い
◎

　
　
第
＋
霧
　
研
究
　
ア
メ
リ
カ
獲
見
前
後
の
蟻
圃
亀
瞭
儀
定
ッ
バ
ン
グ
（
上
）
　
　
　
第
三
號
　
　
九
（
三
四
九
）



第
＋
蓉
研
究
ア
メ
リ
カ
嚢
見
覆
の
塊
鑑
舞
事
パ
ン
ダ
（
上
）
　
　
第
三
號
　
一
〇
（
三
五
〇
）

　
然
る
に
一
五
三
入
年
に
メ
ル
カ
ト
ー
ル
（
Ω
興
胃
含
。
。
客
・
、

苫
暮
。
聴
）
が
複
心
臓
形
地
腫
（
U
。
蚤
Φ
∩
。
巳
ま
§
寓
巷
）
を

作
っ
て
、
南
北
爾
強
球
を
別
々
に
描
寓
し
、
地
圖
學
上
に

　
第
　
七
　
圖

．
轟
、

灘ド
～護「

　
　
／
．
け

＼

曝

鰍鎚

一
進
歩
を
擁
す
や
に
在
り
ジ
メ
ン
グ
の
位
置
地
形
は
大

い
に
遷
化
し
た
。
帥
ち
、
こ
の
圖
に
在
り
て
は
ジ
．
ハ
ン
グ

は
ジ
バ
ン
ゴ
ー
（
Q
Q
首
9
昌
ぴ
q
o
）
ご
現
は
れ
、
そ
の
位
置
は
、

北
緯
約
五
〇
度
支
那
0
9
夢
薯
を
距
る
こ
ご
緯
度
歎
約
十
度

を
示
し
、
隊
洲
ご
の
距
離
は
ブ
ー
レ
ン
ゲ
ル
よ
り
も
更
に

約
十
度
遠
か
つ
て
居
る
。
而
し
て
其
の
形
は
非
常
に
小
さ

く
僅
か
に
存
在
を
認
め
ら
る
、
位
で
あ
る
。
（
圓
版
第
七
塗
照
）

　
そ
の
後
欧
洲
に
て
は
ト
い
ミ
ー
の
地
圖
が
屡
々
更
正
せ

ら
れ
て
世
に
現
は
れ
る
も
の
相
難
き
、
ジ
メ
ン
グ
の
位
置

が
時
ご
し
て
は
再
び
ベ
ハ
イ
ム
の
そ
れ
ε
相
等
し
き
も
の

も
あ
り
。
叉
中
に
は
全
く
之
を
載
せ
ざ
る
も
の
も
あ
っ
π

が
、
一
五
七
〇
年
に
至
り
漸
く
ジ
バ
ソ
グ
は
我
が
現
在
の

位
置
ご
相
似
た
も
の
ビ
な
っ
て
來
た
。
穿
ち
同
年
に
成
り

し
オ
ル
テ
フ
ウ
ス
の
世
界
圖
（
○
ほ
鑑
昌
目
冨
暮
「
ご
日
。
珪
ぴ
貯

目
⑦
募
讐
ヨ
）
に
は
ジ
パ
ン
グ
を
イ
ヤ
．
ハ
ン
（
H
巷
碧
）
ε
し
、

西
南
よ
り
東
北
に
稽
長
き
島
ご
な
り
表
は
れ
、
其
南
北
の

位
置
は
北
緯
二
三
〇
度
乃
至
四
〇
度
の
間
に
横
り
、
支
那

ご
棺
距
る
こ
ご
郷
｝
度
約
五
六
度
に
渦
［
ぎ
な
い
が
、
一
欧
噺
洲
西

岸
ご
は
著
し
く
隔
っ
て
居
る
。
（
圖
版
第
二
塗
照
）

　
註
（
エ
）
国
⑳
磐
Φ
閣
爵
。
国
く
9
毎
自
。
出
Ω
8
σ
q
轟
℃
ξ
に
其
の
複
爲
圖
が
載

　
　
　
　
つ
て
居
る
。

ζ



　
　
　
　
四

　
以
上
學
げ
來
り
し
所
に
つ
き
て
、
ア
メ
ソ
カ
登
見
前
後

の
地
圖
、
地
球
儀
上
に
湿
て
、
ジ
パ
ン
グ
描
寓
の
攣
遷
を

第
　
八
　
圖

　
　
難
∵
一

譲

噸画一甥

　
灘
…

総
括
す
れ
ば
如
の
細
く
な
る
。

　
（
一
）
ジ
パ
ン
グ
及
び
そ
れ
に
類
似
の
名
稽
の
初
め
て
現

は
れ
た
の
は
、
第
十
五
世
紀
の
益
男
迄
で
あ
る
。
而
し
て

ア
メ
リ
カ
謬
見
の
感
量
十
六
世
紀
の
初
め
に
於
て
、
一
時

　
　
　
第
＋
一
巻
　
　
研
究

ア
メ
Ψ
力
褒
見
前
後
の
地
圃
地
球
儀
亡
ツ
バ
ン
グ
（
上
）

そ
の
影
を
没
し
た
け
れ
こ
も
、
再
び
一
五
一
〇
年
前
後
に

現
は
れ
來
り
、
其
の
後
に
成
れ
る
ト
レ
ミ
ー
の
地
圖
に
は

ジ
パ
ン
グ
を
敏
く
も
の
も
あ
る
が
、
一
般
に
は
世
界
圖
上

ジ
パ
ン
グ
の
影
を
繕
た
な
か
っ
た
Q

　
（
二
）
ア
メ
リ
カ
隠
見
直
前
直
後
に
於
て
は
、
ジ
メ
ン
グ

は
略
北
回
蹄
線
の
下
に
位
し
第
十
五
世
紀
の
初
め
に
そ
の

位
置
が
稽
北
に
移
っ
た
け
れ
ざ
も
、
蔑
何
も
な
く
再
び
南

に
下
っ
て
熟
帯
圏
内
に
入
り
、
一
五
三
〇
年
代
の
末
に
は

署
し
く
北
方
に
偏
し
、
又
々
更
に
再
び
逆
熟
し
て
南
に
下

り
、
赤
遣
に
接
近
し
た
が
、
つ
い
に
一
五
七
〇
年
代
に
至

り
殆
ん
ご
現
代
の
位
置
を
占
む
る
迄
に
な
っ
た
。

　
（
三
、
、
東
西
に
樹
す
る
位
置
も
こ
の
間
に
於
て
幾
度
の

鍵
遷
を
見
た
。

　
今
ジ
メ
ン
グ
の
位
置
を
欧
測
の
西
岸
を
中
心
ご
し
て
考

ふ
る
時
は
、
ア
メ
リ
カ
登
見
時
時
に
て
は
纒
度
数
約
九
十

度
を
距
て
、
居
た
の
が
、
一
五
。
一
四
年
の
ブ
ー
レ
ン
ゲ
ル

の
地
圖
で
は
約
一
百
度
を
距
て
、
一
五
三
入
年
の
メ
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
一
　
（
三
五
一
）



　
　
　
第
十
一
轡
　
　
研
　
究
　
　
亭
安
覇
購
代
に
於
け
る
溝
譲
の
組
織
（
上
）

ト
ー
ル
の
圖
で
は
纒
度
約
百
十
度
の
掌
り
こ
な
う
、
漸
次

そ
の
藪
を
増
し
て
．
一
五
七
〇
年
オ
ル
テ
ソ
ウ
ス
に
至
り

て
縷
度
約
こ
百
度
を
距
つ
る
こ
ご
、
な
う
、
現
在
の
隔
り

約
二
百
二
十
度
ど
ほ
こ
ん
ざ
一
致
し
て
來
た
。

　
（
五
）
か
く
位
一
置
に
つ
い
て
は
可
成
り
、
纐
軸
距
幅
の
駄
脚
が
獄
～

ら
れ
る
が
、
地
形
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
第
十
六
世
紀
の
初

頭
の
レ
ノ
ジ
ク
ス
地
球
儀
及
び
シ
ル
バ
ヌ
ス
の
地
圖
ビ
～

五
三
八
年
の
メ
川
カ
ト
ー
ル
の
圖
ε
を
除
い
て
は
第
十
六

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
二
　
（
三
五
二
）

世
紀
の
中
葉
迄
殆
ざ
ベ
ハ
イ
ム
の
ジ
パ
ン
グ
の
形
を
脱
す

る
事
が
出
來
す
、
漸
く
そ
の
後
年
に
揮
う
現
在
の
形
に
稽

接
近
し
て
架
た
。

　
ジ
パ
ン
グ
の
位
澱
地
形
が
、
ア
メ
ソ
カ
早
見
前
後
の
地

翻
及
地
球
儀
上
に
，
此
の
如
き
墾
遷
を
恥
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
勲
何
な
る
事
情
ご
原
因
ε
に
基
く
も
の
で
あ
る

だ
ら
う
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
解
繹
私
考
を
次
に
述
べ
よ

う
ご
思
ふ
。

亭
安
朝
時
代
に
於
け
る
荘
園
の
組
織

（
上
）

　
　
　
瞬
、
荘
園
の
管
理

　
大
化
改
新
に
よ
っ
て
打
破
せ
ら
れ
た
土
地
蕪
蒸
の
弊
は

奈
良
朝
か
ら
李
安
朝
に
至
り
て
再
び
盛
ご
な
う
、
皇
族
及

び
有
力
な
る
朝
臣
、
寺
魁
は
各
地
方
に
於
て
多
く
の
荘
園

文
學
士
　
川
　
上

多
　
助

を
所
有
す
る
や
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
等
の
荘
園
の
事
務

を
管
理
す
る
爲
め
に
諸
種
の
職
員
が
概
か
れ
て
あ
っ
た
。

其
名
欝
は
各
荘
園
を
遮
じ
て
必
ず
し
も
一
定
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も

な
い
が
、
奈
良
朝
時
代
の
荘
園
に
就
い
て
は
、
荘
領
、
荘


